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2１．スマート分電盤のコンセプト

・スマートボタン
・火災報知器連携
・その他

電流センシング

IoTデバイス連携

パワエレ機器連携

蓄電池PV

各戸に設置されている分電盤に、防災・減災に資する下図の機能を具備した情報ハブを設置
平時は、トラッキングの予兆等を検知することで電気火災低減、IoTデバイスを介した新たな価値創造
災害時は、宅内のIoTデバイスとの双方向通信による情報連係を活用することで、災害の被害拡大を
防ぐ

通信回線

バッテリー

データは通信回線を経由し
て、上位サーバへ伝送。自
治体等との連携も想定

停電時も一定時間、通信
機能を維持できるバッテリー

将来の分散電源拡大に向
けた、制御用GW機能

宅内の様々なIoTデバイス
と連携できるGW機能

家の入り口で、細かい電流情
報を取得するセンシング機能
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UC1

UC2

既設分電盤に
情報ハブとして後付け設置



3２．ユースケース（１－１）
家庭内で使用される詳細な電流情報（波形情報）を用いることで、トラッキングなどの電気火
災に至る予兆を検知する

To BeAs Is

ほこり蓄積

水分付着

火花発生

トラック形成
（徐々に炭化）

発火・燃焼

（繰り返し反応）

技術検証中

＜正常時＞ ＜異常時＞

発火・燃焼が発生して、初めてトラッキング
に至っていた事象を把握する

火花発生を検出することで、トラッキングの予兆を把
握し、電気火災の予防に繋げる

分析後 分析後
予兆検出

As-Is

電流情報 電流情報

To-Be
＜トラッキングから火災に至るプロセス＞
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4２．ユースケース（１－２）
需要家からの連絡をトリガーとした応動ではなくて、事業者側からプッシュ通知での問いかけにす
ることで、サービス品質を向上させると共に、電気保安に関する安全性向上に繋げる

①予兆把握

③出向

電気火災
予兆把握

駆け付け

To BeAs Is
需要家からの問い合わせによって、電気トラブル
を把握、事後保全的な出向

電気に関するトラブルの予兆を把握し、予防保
全を指向したプッシュでの需要家連絡により、早
期の問題解消に繋げる

②需要家に連絡

①需要家から入電

③出向

駆け付け

②需要家に状況ヒアリング

トラブル
発生
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5２．ユースケース（２）

スマート
ボタン

スピーカー
（情報Box）

役所・防災センター

スマート分電盤をハブとして、防災情報を伝送すると共に、消防・自治体等と安全情報を双方
向でやりとりするような伝送媒体としての機能を担う
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消防・自治体

スマート分電盤

防災情報 安否情報

防
災
情
報

To BeAs Is
住民向けに伝えたい情報を防災無
線で発信

スマート分電盤を経由して、宅内のスピーカーを使って発信。
また、トラブル時には住民側から行政に連携する手段を提供

風雨が強い際は
聞こえづらい

救急要請ボタンで、
避難できずにいることを伝える

宅外NW

宅内NW
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